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〔論 文〕

ギル ミテ ィヤか ら二重 に追放 された人 々ヘ

ブ リジ ・ラールの研究動向 と生涯 の覚書

丹 羽 典 生

一 は じめに

ある人間は、どのような経路をたどり研究者となり、それぞれの研究対象と

出会 うのであろうか。研究主体と研究対象の関係は、必然に思える場合 もあれ

ば、あくまで恣意的な、偶発的なものにみえる場合もある。人類学史や植民地

研究などの知識と学問の相関関係についての研究が盛んになった結果明 らかに

されたことのひとつに、いずれにせよ両者の関係は各人の置かれたある歴史過

程と地域的文脈の組み合わせの産物 としてあるというある意味で平板な事実で

ある。 しかし、これは何 も単純な知の社会還元論を意味するわけではない。各

人や各知識が歴史的文脈に依存しているという意味において還元論には妥当性

は疑 うべくもないが、こうした文脈自体を変革 し、時代の制約を突き破る研究

もまたそうしたなかか ら生み出されることが分かってきたからである。以上の

問題意識のもと、本稿では、特定の研究者に着 目して、研究業績をその人 と生

まれた土地の歴史に重ね合わせる分析を行 っていきたい。この分析は、学問が

細分化 しつつある現在の研究状況において、その人の業績をある学問分野の学

説史という枠に切 り詰めることなく読むために必須の作業ともいえよう。

事例として、本稿では、現在のオセアニア歴史学を代表する人物の一人であ

るブリジ・ヴィラシュ ・ラール(BrijVilashLal)の 生涯とその研究の変遷を

取り上げて、考察 していきたい。2006年 に刊行されたインディアン・ディアス

ポラに関する百科事典 『インディアン・ディアスポラ百科事典』[Lal2006b]

は、本論の対象であるブリジ ・ラールの関わったインド人移民研究の最新成果

である。ラール自身20世 紀初頭におけるインディアン・ディアスポラの誕生 と
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いう歴史的背景のなかか ら生みだされた人物であるが、この著作が生み出され

るに至るまでの彼の研究歴のなかにこの著作を位置づけてみると、インド人移

民の末商がインディアン・ディアスポラの研究を総括 したという以上の射程を

有 していることが分かる。 しか しながら、彼の研究領域はあまりに多岐にわた

り、著作 も膨大な数に上るため、彼の業績の全体像についてまだ十分に整理さ

れているとは言い難い。

そこで、本稿では、彼のこれまでの生涯と研究成果の関係を通時的に検討す

ることを通 じて、歴史学、オセアニア地域研究、イ ンド人移民研究 という専門

分野の枠にとらわれることな く、彼の研究の全体像を理解し、多岐にわたる業

績を緬 く一助となることを目的としたい。次章では、ラールが研究者となるま

での背景を、三章では研究あるいは参画する対象の変化について整理する。最

後の章では、彼の研究のこれからの展望について指摘 したい。

二 研究者への道

ブ リジ ・ラール は、1952年 、 南太平洋 に位置す るフィジー諸 島のヴ ァヌア レ

ヴ(Vanualevu)島 タ ンビア(Tabia)の 小 村 で生 まれた。 フィジーにおける典 型

的なサ トウキ ビ栽培の農村地帯 で幼少時 を過 ご した彼 は、 「黒 い海」〔Dを 越 え

南海 の小 島フィジー に足 を踏 み入れ たイ ン ド人契約労働者移民一 後 にギル ミ

ティヤ(girmitiya)と 自称す ることにな る の第三世代に当たる。ギル ミテ ィ

ヤとは英語 の契約(agreement)に 当 た る言葉 が、 ヒンディ語風 に転説 した言葉

である。祖父の代 には異 国であ った南太平洋の地 を母 国 として生 まれた ラール

のアイデ ンティテ ィのね じれは、 こ うした歴史的背景 のなかで生み 出された。

そ して、 このね じれ こそが後 の彼 の生涯 と研究の双方 に色濃 く影 を落 とす こと

になった。

ラールの原風景 には、幼少時、ギル ミティヤ第一世代であ った祖父の姿があ っ

た。祖父が息を引 き取 った際に も彼 と床を同 じくしていたほど、 ラールはお じ

いちゃん子 と して育 った とい う。 しか し、1906年 に フ ィジーの地 に足を踏 み入

れ た祖父 は、移 民三世代 目に当たるラールに とってはす でにエ キゾチックな存

在で あった。 ターバ ンと ドーテ ィ(dhoti)を ま とい、 フッカ(hukka)を 吸 い、
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バー ジャ ン(bhajan)を 謡 い、 な じみ のない言葉 を話 す。 そ う した祖父 の存在

に魅 せ られていたという[Lal1997:17,2001a:1-2]。

学 校教育 を受 ける年齢 にな ると、 そこで優れた成績を収 めたラールは、時代

の変化 に も助 け られ て高等教育を受けることがで きた。実際、彼 は高等教育 を

フィジー国内で受 けることが比較 的容易 になった最初の世代のイ ン ド人 に当た

り、 ヴ ァヌア レヴ島の都市 ラ ンバサ(Labasa)に 位 置 す るランバサ高校 に進学

した[Lal2001a:64]。

また、当時の フィジーにおいて、現在ほ ど高等教育 を受 けた人材を受け入 れ

る職の受 け皿 が少 なか ったこともあ ってか、 当時ヴ ァヌア レヴ島に唯一存在 し

たこの高等学校 には、 のちに各分野の専門職に就 くほどの能力を備えた優れた

教師が そろっていた。 た とえば、後 に組合活動家 としてフィジー労働党の創設

メ ンバー となる クリシュナ ・ダ ッ ト(KrishnaDatt)(2)の ほ かに も、後 に南太

平 洋大学(UniversityoftheSouthPacific)の 文 学研 究者 と して のみな らず、

実作者 と して フ ィジー ・バー ト(FijiBaht)(3}と 呼 ばれ るフィジー生 まれの独

特 な ヒンデ ィ語 で小説を紡 ぐことにな るサ ブラマニ(Subramani)(a)、 詩 人で、

オース トラ リア、 マー ドック大学 の比較文学教授 とな るヴ ィジャイ ・ミシュラ

(VijayMishra)(5)な どが いた[Lal2001a:63-64,67-68]。

高 校 で優秀 な成績 を修めた ラールは、貧 しい生活環境であ ったに もかかわ ら

ず入学試験を通過 して奨学金取得 に成功 したため、1971年 に は、 その3年 前 に

設立 されたばか りの南太平洋大学 へ進学す ることにな る。1970年 に フ ィジーは

独立を迎 えていたため、 ラール は植民地 時代 の教育 を受 けた最後の世代 である

と同時に、南太平洋 のローカルな大学 で教育 を受 けた最初の世代で もあ った。

別言すれば、 この時代 に南太平洋大学で教育 を受 けた者の一人 と して、独立後

の国家を担 うことになる人 々に囲 まれて教育 を受 けた とい う側面があ った と思

われ る。太平洋地域 の総合大学で あることを理念 とす る南太平洋大学 とい う場

で、彼はま さに南太平洋地域各地の国家を担 うような人 々 と交 わる経験 をもち

得た といえよ う。一方 で、研究 と して は、歴史研究、 ことにイ ン ド・フィジー

人に関わ る研 究に開眼 したの もこの時期で あった。 大学進学率 の さほ ど高 くな

い当時の フィジーにおいて、貧 しい生 まれで あった彼が、法学な どではな く、
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実利的な職 に就 ける見通 しの少 ない歴史学 とい う学 問分野 を専攻す ることは､

それ 自体実 存的 な選択 を迫 るよ うな ものであ った らしい(6)[Lal2001:63-64,

67-6$]a

しか し彼の歴史家 と しての才能 は､ラ ールを南太平洋大学の学士号 で終 わ ら

せることはなか った｡彼 はブ リティッシュ･コ ロンビア大学でカナダ､バ ンクー

バーにおけ るシク教徒 を題材 とする修士号 を取得 した後[cf ,La11981]､オ ー

ス トラ リア国立大学で博士課程 に進学す ることとな った｡博 士課程 での彼の研

究テーマは､祖 父への記憶､彼 の出 自に関わ るギル ミテ ィヤの歴史 についてで

あ った｡歴 史人 口学 に興味を持 ち､研 究手法 と しての統計学 につ いて関心を抱

いていたラールで あるが､数 学の知識が充分ではな く､ま た適切 な指導教 官 も

見 つか らなか ったため､歴 史学 科のケネ ス･ギ リオ ン(KennethGillion)に 受

け入 れ られ る こととなった(7)｡フ ィ ジーのギル ミテ ィヤの歴史 について篤実

な研究 を残 していたギ リオ ンと博論の内容についての相談 を経て､ラ ールは､

よ り広 くギル ミテ ィヤの出身地 など背景に関す る研究 に携わ ることを決意 した｡

こ うした生み出 されたのが､1981年 の 博士論文 に結実す ることにな る画期的 な

ギル ミテ ィヤ研究 であ った(8)｡

彼 の 博士論文 は､｢あ らたな奴隷制 としての契約移 民労働｣観 に縛 られてい

た従来のイ ン ド人の労働交易史を見直 し､歴 史を形成する上での個 々のエイ ジェ

ンシーによ り焦点 をあてた ものであ った｡そ の意味で､キ ャンベラ学派 と呼ば

れ ることもあるオ ース トラ リア国立大学 の諸 島民中心的な視点 か ら西洋 との接

触の歴史 を記述･分 析 してい く歴 史学 の手法を受 け継 ぐものであ ったともいえ

よう[Munro2000](9)｡た だ し彼 の論文の もっとも斬新 な点 は､統 計を駆使 し

た研 究手法 にあった｡彼 は､カ ル カ ッタ(現 コルカタ)か ら出発 した北 イ ン ド

人移民 の旅券 を統計処理 して､そ れまで曖昧な ままに されていた､移 民に関す

る出身階層､カ ー ス ト､出 身地､ジ ェンダーな ど社会 的背景の構成を明 らかに

した(io)｡

また､指 摘 してお くべき点 と して､ラ ールがこの仕事 に取 り組んでいる時期

は､ち ょうどフ ィジーにおいて イ ン ド人移民 が到着 してか ら100年 の区切 りを

迎え る､ギ ル ミテ ィヤ100周 年 の時期 であ った とい う点であ る(11)｡そ の ような
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時期 に、博 士論文 にま とまる重厚な歴史研究 に付 随 して、彼 は祖父の生 まれた

村落 にまで足を運 びおよそ6ヶ 月 にわた るフィール ドワークも行 っている。 こ

の成果 は後 にエ ッセイの形 でまとめ られた[Lal2000,2003:44]。 ラールの研

究 の進展 は、 フィジーのイ ン ド人 のあいだでギル ミテ ィヤ としての歴史意識 が

高揚 して いった時代背景 と歩 をいつ に して いた といえよ う。

三 南太平洋現代史研究と現実の政治的問題への介入

博士論文上梓後の彼は、引き続 きギル ミテ ィヤ研究を深化 させ てい くだ けで

な く、現代の フィジーに関する政治的展開 も積極的に分析 するよ うにな った。

彼 の現代政治 に対す る取 り組みは、 フ ィジーの1982年 総選挙 についての論文を

皮切 りに以降陸続 と公表 され てい る[Lal1983]。 ラ ール は しば らくフィジー

において研究 を続 けていたが、研究世界 の中心か ら離れた南太平 洋大学の研究

環境 に飽 きた らず、ハ ワイ大学へ と活動 の場 を移 した。

ハ ワイ大学 において は、 プランテー ション労働者の実践 に焦点を当てた論集

[Lal,MunroandBeechert1993](12)、 ま た、政党政治 の成立 な どフィジーの

現代 史に より照準 を合わせた論集[Lal1986]を 矢 継 ぎ早 に上梓 している。 そ

うしたなか、1987年 に起 きた南太平洋地域 で最初 となるクーデ タが、フ ィジー

の歴史 のみな らず、彼の研究に とって も分岐点 となった。

彼 の生 まれ育 った地で起 きた クーデタ とい う政治的問題が彼 に衝撃を与 えた

ことは想像 に難 くない。実際、 クーデタ発生 の翌年 には、 クーデタの展開か ら

背景 に至 るまで明快 に分析 したモノグラフを数週間で書 き上 げ、出版 してい る。

同時 に、 フ ィジー出身 という個人的理由以外 に も、 フ ィジーの政治的状況 に対

す る彼 の見解が 同僚 に理解 されない ことに対す る苛立 ち もあ ったという。た と

えば、ハワイ大学 で教鞭 を執 っていた太平洋地域研究者た ちの多 くが、 フィジー

のクーデタをオース トラ リア、ニ ュー ジー ラン ドや、ハ ワイの先住民問題の枠

組み を参照 しつつ、先住民(フ ィジー人)と 移民集 団(ラ ール自身の含まれる)

の民 族 間対立 と して理 解す る傾 向 が強か ったた め孤立 感 を味 わ った とい う

[Lal2001:124]('3)。 実 際、 フ ィジーの先住 民の置 かれた状況 は先述 の国々 と

異な ってお り、植民地 時代 において も先住民 と して特別な地位 を与 え られ、制
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度上 も優遇されていた。さらに、土地所有権 も喪失することなく、1970年 の独

立の時点で もフィジー全土の83%以 上の土地はフィジー人が所有 していたので

ある。いわゆる先住民問題の枠組みでフィジーの問題を取 り上げることの問題

点はあきらかであろう。 ラール自身はクーデタの問題を民族対立に還元するの

ではなく、民族を横断する経済格差の問題、各民族内部に存在する差異にも配

慮する、よりニュアンスにとんだ解釈をしていた[Lal1988]。

こうした同時代的な出来事への応接や、ハワイ大学 というアメリカにおける

太平洋地域研究の拠点に在籍 したという経験を通 じて、彼の研究の重点も若干

変化 していった。具体的には、20世 紀という彼の存在を生み出し、現実に生き

ている時代にさらにいっそうの関心が向けられていくようになったのである。

たとえば彼 は、斯界に画期をなす20世 紀 フィジーの歴史書を上梓 しているし

[Lal1992]、1989年 に刊行が始まる研究雑誌 『現代の太平洋(TheContemporary

Pacific)』の創刊に関わるなど、ひろ く南太平洋地域の現在を視野に入れた研

究領域を開拓 していくことになる㈹。 ことに、ラール自身業績 として自負す

る新雑誌の創刊は、これまで太平洋社会の現代的動向である選挙などの トピッ

クが、『太平洋歴史学雑誌(Jo群 ηαZofPacificHistory)』 などの歴史研究向け専

門誌の片隅に設けられた 「太平洋における最近の動向」欄に紹介されるに留まっ

ていた学問的現状に対する彼なりの批判の意識が込められていたのかもしれな

い。 ともあれ結果として、 フィジーのクーデタは、ラールのみならず太平洋諸

島に関心を持つ歴史家に、19世 紀史から20世紀史へと焦点を移させ、ますます

現代的課題に取 り組ませる直接の契機となった[LalandMunro2006d:3-4]。

ハワイ大学での研究生活を通 じて培われた広い知見 ・人脈は、太平洋地域に関

する包括的な百科事典を編纂する際に生かされている[LalandFortune

2000]0

以上述べてきた孤立感のほか、家族の問題、生まれ育った英領 とアメリカ合

衆国ハ ワイ州との文化的な違いなどさまざまな要因が重なることで㈹、 ラー

ルはハワイを後にして、オース トラ リア国立大学に活動の場を移すことを決意

する。学生時代を過ごしたオーストラリア国立大学に研究者として復帰 したラー

ルは、 これまでの選挙に関する分析やクーデタに関する応接などをつ うじて培
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われてきた現実政治への関心を さらに積極 的に押 し進めた。 もはや彼の関心 は、

通常、歴史家 として想像 されるような書斎や古文書館のなか に収ま るの もので

はなか った。 これはおそ らく彼が、 フィジーの地 に研究対象 として以上の関心

を抱 いて いた とい う理 由のほか に㈹、 フィジー とい う小 国で政治 的混乱 の巻

き起 こる時代に高い教育歴 を誇 る知識人 として居合 わせ たとい う歴史 の偶然か

ら、政治的状況に対 してよ り具体的な参画を余儀 な くされてい くことになった

といえ よう。

具体的 には、当時、 フ ィジーにおいて起きていた憲法改正問題に関 して、彼

自身改正作業に関与 してい くことにな った。背景 を説明す ると、1987年 クーデ

タの結果、国内の フィジー人民族主義者の主 張を受 け入れて制定 された1990年

憲 法 には、 フ ィジー人以外 の民族 に対す る差 別的 な条項 が含 まれ ていた(17)。

そのため、 フィジーは、国際社会 に受け入 れ られているとはほど遠 く、政治的、

経済的な苦境か ら立 ち直 るためには憲法改正 が必要 であることが フィジー各界

か ら叫ばれていた。 そ うしたなか設置 された憲法検討委員会の代表3人 の うち

イ ン ド人 を代表 す る人物 として、 ラールは任命 され た(18)。諮 問作業 は1995年

か ら開始 され、各種の政党や労働組合、非営利団体か ら一般 の人 々に至 るまで、

フィジー各地を巡回 して行 われた。同委員会の活動 は、1996年 の 答申書 に結実

して いる[Reeves,VakatoraandLal1996;Lal1998a:57-67]。

た だ しラールの行動 の特色 は政治的参画にたんに傾斜す るので はな く、研究

と実践のバ ランスを保 っていることにあ る。 実際、 この時期 には、憲法検討委

員会参加 と並行 して、その副産物 と して、上記の憲法改定作業 において専 門家

の参考意見 と してよせ られた各種 の論考を まとめた2巻 本 のほか、同委員会 の

活動 の記録 を出版 している[Lal1998a]。 また、1960年 代 に活躍 したイ ン ド人

の政治家A.D.パ テ ール(Patel)の 伝 記 を著 し、現代 のフィジーの問題 に も通 じ

る彼 の政治的洞察力の再評価 を行 う仕事を残 してい る[Lal1997b](19)。

結 果 と して研究 と実践の二足 のわ らじは、彼の研 究視野 を広 げることに も役

立 ち、比較憲法学 の著作 も生 みだ して いる[La11997a]。 この憲法検討委員会

の活動以降、 ラールは事実上、 フ ィジー にお けるイ ン ド人 コ ミュニティの代表

的知識 人 と しての役割 も担 って い くこ とにな り(20)、フ ィジーの政治 問題 に関

,・
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する彼 の時事的な コメン トは、毎 日の ようにフィジーの主要 メデ ィアをにぎわ

してい くこととな る。

四 二重の追放へ

以上、 ラールの研究業績 につ いて時代 に沿 って記述 ・分析 してきて明 らかに

なるのは、研究対象 との密接な関係であろ う。 ギル ミテ ィヤ移民 の末商 と して

の研究 は、19世 紀 に生 を受 けた祖父 らギル ミテ ィヤ とい う 「集合的 自伝」 〔21)

の 研 究であ った。 その後、時代の趨勢 もあ って フィジーを中心 とす るオセアニ

ア諸社会 の現代政治 に対す る研究 ・関与へ と移行 してい ったが、 その後 に着手

した新 しい研究 もみずか らの生 を受 けた土地 に対す る関心 と不可分 であった。

その意味 で、彼 の研究 には、 フィジーという太平洋社会に うまれたイ ン ド人 と

い う、 まさにイ ン ド・フィジー人 としての アイデ ンテ ィテ ィとの関係 を一貫 し

て見 て取 ることがで きる(22)。

その一方で、近年 の彼 の研究 スタ ンスには、若干 の変化 が見て取れ る。現代

政治 につ いて は相変わ らず旺盛 な執 筆活動 をお こな って いる一方で[Lal2006

a]、 ギ ル ミテ ィヤ研究か らは事実上 すでに手 を引 いて いる㈱。本章では、 こう

した彼の研究 における最新 の取 り組みを紹介す ることで本稿を閉 じたい。

近年の作 品の際だつ特徴 と して まず指摘 されるべ きは、 フィクションを交え

た執筆活動 に取 り組 んでいる点であ ろう。文学 というジャンルにそ もそ も愛着

を持 っていたと語 っているラールであるが[Munro1997:17]、 実 証史家 とい

う制約か ら若干距離 を置 いて、創造的な要素 を含 めて歴史を書 くとい う着想を

得たのは、彼 が博士論文 に取 りかか っていた1970年 代 後半にイ ン ドでフィール

ドワー クを行 った経験か らきてい るとい う。祖先の地であ り、 いまで も重要な

文化的参照 点 としてあ りつづ けるイ ン ドでの滞在 は、同時に 自己の価値観や外

観がいかにイ ン ド人 らしくないかを認識す る経験で もあ った とい う。つ まり、

ゆがみをは らんだ自己を形成 した背景 を理解す るための創作活動 であったので

ある[Lal2003:44]。

彼 自身 そう した著作を刊行 しているのみな らず、オース トラ リア国立大学 で

『コンヴ ァセイ シ ョンズ(Conversations)』 とい う創作 に関 わる雑誌 の創刊 メ ン
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バー とな っている。言語 的に も、英語 に縛 られ ることな く、彼の母語であ った

フィジー ・バー トを使用 して創作す る試 みを行 っている[Lal2004:389-403]。

文字史料 の検討 を経て過去 を再構成す るだ けでな く、フ ィク ションという表現

方法を援用す ることによって、歴史家 と しての専門的限界 を超 えた事象 にも迫

ろ うとしているのであ る。 ラール 自身、 この仕事 を、事実(fact)と フ ィクシ ョ

ン(fiction)の は ざまを扱 う 「ファクシ ョン(faction)」 で あ り、 フ ァク ション

とは、「疑似 フィクシ ョン的(quasi-fictional)な 手 法を通 じて表現 され る、生 き

られた、事実 に基づ く経験」 である と定義 してい る(24)[Lal2003:45;cf.Lal

2008b]。 こ とに作者 の記憶 と創作的想像を交えた作 品集 『タルシ氏 のス トア』

[Lal2001a]は 、2002年 キ リヤマ文学賞(KiriyamaPrize)の 受 賞作品 となって

いる㈱。 最新作 の 『ターニ ングス』で は、 よ り積極 的に フィジー ・バー トを

交えた作品づ くりがなされてい る[Lal2008b]。

ラールの創作活動 に関 して興味深い点 は、 この あ らたな試 みが何 も、彼個人

の興味関心のみか ら生 み出されたわけで もなけれ ば、歴史家 としての手法 の限

界を超え る実験 的な試 みから生み出 されたわけでは必ず しもない とい う点 にあ

る。『タル シ氏の ス トア』 を念頭 に置 いて ラールが説 明す るところによると、

フ ァクシ ョンは 「ば らば らとな って、世 界各地 に散 らばったイ ン ド・フ ィジー

人の いまの世 代を彼 らの歴史的 ・文化的ルーツに繋 ぎとめるための試 み」 であ

る とい う[Lal2003:46]。 こ うした観点 か ら現 在の ラールの研究 を とらえ返

してみ ると、 ラールのイ ン ド移民研究 とい う主題 が完全 に終了 したか とい うと

そういうわ けではな く、 む しろ、デ ィアスポ ラの未来 を見据えなが らイ ン ド移

民研究 と関わ りを持 っているというべ きであろ う。

その成果の一端が、 冒頭で掲 げた、イ ン ド人移民 の比較研究で あ り、二重の

追放論(twicedisplaced)で あ る。 二重 の追放 論 とは、 当初植 民地主義政策 の

もと本国を後に して移民労働者 とな っていた人 々、 ことにその子孫が、現在、

最初 の移住先 か ら別天地 へ と再 度移動 して いる状況 を指 してい る言葉 であ る

[ラ ル2005:42-47]。

こ う した研究関心 の変化 は、や は り、生活の拠点がオース トラ リアにな って

か ら長 い時間が経過 しているという彼 自身を取 り巻 く環境 の移 り変 わ りが背景
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にあ ろう。同時に、 この変化 は、 ラール個人に限定 され る現象で はな く、 フィ

ジーにおけ る政治 的混乱 の帰結 と して、彼を含 めたフ ィジー ・イ ン ド人の多 く

が フィジーか ら離 れ、別 の土地へ移動を行 っている とい う現実の動向 とも関係

があろ う。 しば しば指摘 され るように、 フィジーにギル ミテ ィヤで足を踏み入

れたイ ン ド人 の総数 が約6万 人であ った とす ると、1987年 の クーデ タ以降、 い

まやその倍 の1万2千 人 を上回 るイ ン ド人 がフ ィジーを後 に してい るのだ。以

上 の数字 はフ ィジーの例であ るが、植 民地 的な状況 で培われた世界各地 のイ ン

ド人 コ ミュニ ティは、世界の グローバル化 の趨勢 と合わせて、二重の追放 とい

う事態 に直面 しつつ あるといえ る。

19世 紀 に生 を受 けた祖父の世代 の歴史 的研究か ら研究者 と しての道 を歩 み始

めたラール は、研究者 としての旅路 を重 ねるうちに、現代の政治 的動 向に関与

しつつ研究す るようにな った。 そ うした研究の果て には、 自身の属 するイ ン ド

人移民 の末商 と歩調を合 わせ るよ うに して、彼 はさ らに第二 の船 出に向か って

いるのか もしれない(26)。『イ ンディア ン ・ディアスポラ百科事典』 におけ るフィ

ジーの項 目は、「『移入 か ら移 出へ』一 この ことばが、早晩、 フィジーのイ ン

ド・フィジー人 コ ミュニテ ィの墓碑銘 とな るか も しれない」 と締 め くくられて

いる[Lal2006b:382]。 ラール はかつ て、 自分 が着手 して いる研究 を、「自分

自身 を理 解す るための探 索」[Lal1997]で あ ると断 じた ことがあ る。 この言

葉 を左記の辞典の文末 の言葉 と重ね合わせてみた とき、 ラールの研究 自体 も新

たな船 出に漕 ぎ出 した ことを、読者 は期 して もいいのか もしれ ない。

注

(1)カ ー ラー ・パーニー(kalapani)と ヒ ンディ語で呼ばれる。研究者のあいだでは、

故地を離れることによるカーストの喪失や、汚れた 「野蛮人」との接触に対する

警戒心から、インド人は海外渡航を恐れているという説が流布 していた。 しかし

現在この説には、過度の誇張があるとされている[La12000]。

(2)ラ ールは、授業の時にダットが共産党宣言の一節がかかれたプレー トを首に掲げ

て教室に入ってきた姿を回想している[La12001a:75コ 。

(3)イ ン ド各地の人々が集められたプランテーションでの労働の経験から生み出され

たフィジー ・ヒンディ語である。独自の語彙や文法的特徴を備えている[Moag
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1977]。 ラー ル 自身 、 ギ ル ミテ ィヤ とい う歴 史 の産 物 で あ る と同 時 に、 自己 の ア イ

デ ンテ ィテ ィを形 成 して い る フ ィ ジー ・バ ー トが フ ィ ジー ・イ ン ド人 社 会 の な か

で もっ と尊 重 され て しか るべ き で あ る と 自説 を述 べ て い る[Lal2005b]。

(4)物 語 の 主人 公 が フ ィ ジ ー ・ラル(FijiLal)と い う名 前な の も何 と も暗 号的 で あ る。

ま た、 ラ ー ル 自身 、 この小 説 を 高 く評 価 して い る。 サ ブ ラ マ ニ は デ ィア ス ポ ラ を

主 題 に した 評 論 を い くつ か もの して い る[Subramani1979]。

(5)彼 の ギ ル ミテ ィ ヤ論 と して は、 『ラ ーマ の 追 放 』 な どが あ る[Mishra1979]。

(6)ま た、 将来 の結 婚相 手 とな るパ ドマ(Padma)と もこの 頃 知 り合 って い る。 パ ドマ ・

ラ ー ル は天 然 資源 や環 境 の 経営 、 農 業 問題 な どを専 門 とす る研 究 者 で あ る。 彼 女

は グ ジ ャラ ー テ ィ移 民 の 第二 世 代 に 当 た り、 フ ィ ジー で著 名 な 経済 学 者 で新 聞 コ

ラ ム ニ ス トで も あ る ワ ダ ン ・ナ ー セ イ(WadenNarsey)の 妹 で もあ る。

(7)公 式 的 な 指 導 教 官 は 南 ア ジ ア研 究 で著 名 な ア ン ソ ニ ー ・ロ ウ(AnthonyLow)で

あ る。 彼 の 著 作 の献 辞 に掲 げ られ た 大 学 院 生 の名 前 の な か に 、 イ ム ラ ン ・ア リ

(lmranAli)、 ス テ ィー ヴ ン ・ヘ ニ ンガ ム(StephenHenningham)、 ア ン ドリュ ー ・

メ ジ ャー(AndrewMajor)、 デ ィペ シ ュ ・チ ャク ラバ ル テ ィ(DipeshChakrabarty)

と並 ぶ 「セ ポ イ(Sepoys)」 と して 、 ラー ル はi登場 して い る[Munro2000:2]。 ラー

ル は ギ リオ ンの 研 究 に関 して も、 敬意 を も った 批 評 を 行 って い る[Lal2006d]。

ま た 、 彼 の 逝 去 に際 して は 、 彼 との 思 い 出 を 交 え た 追 悼 文 も書 い て い る[Lal

1993]0

(8)博 論 の 主 ・題と して 当 初 フ ィ ジ ー にお け る シ ク教 徒 につ い て 研 究 す るよ うギ リオ ン

か ら示 唆 され た とい うが 、 関 心 を 持 て な か った た め 、 ギ ル ミテ ィ ヤの 背 景 に 関 す

る研究 に切 り替 え た と い う。

(9)ラ ール 自身 、 諸 島 民 中心 史 観 の典 型 的 な研 究 と され る こ と もあ る歴 史 家 ピー ター ・

コ リス(PeterCorris)の ソ ロ モ ン諸 島移 民 交 易 史 に関 す る研 究 に感 銘 を受 け た

と述 べ て い る。 た だ し同 時 に、 キ ャ ンベ ラ学 派 の 研 究 を 特 別 に意 識 した わ けで は

な い と語 って もい る[Munro1997,2000]。

(10)た だ し こ う した 統 計 的 デ ー タ及 び統 計 を 使 用 す る こ と に関 す る議 論 は、 著 作 か ら

は割 愛 され て い る[e.g.La11983a]。

(11)100周 年 を記 念 して 刊 行 され た 書 物 に ラ ー ル 自身 も寄 稿 して い る[Mishra1979;

Subramani1979]。 寄 稿 した論 集 の 編 者 は彼 の 高 校 時 代 の 恩 師 で あ る こ と も興 味

深 い。

(12)切 り 口 と して、 女 性 の処 遇 や 自殺 の トピ ック に焦 点 を 当 てて い る[Lal2000bユ 。

(13)ク ー デ タ に 関 す る この モ ノ グ ラ フ[Lal1988]に つ い て、 研 究 者 に よ る現 実 の 問

題 へ の 関与 とい う視 点 か ら、 彼 自身 批判 的 に読 み直 して い る[La12001b]。

(14)フ ィ ジー に関 す る通 史[Scarr1984]を 残 して い る、 も う一 人 の 著 名 な歴 史 家 に、
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デ リ ッ ク ・ス カ ー(DeryckScarr)が い る。 彼 は 先住 系 フ ィ ジー人 の保 護 政 策 に取

り組 ん だ 植 民 地 総 督 の伝 記[Scarr1978]や 、 フ ィ ジー人 の 伝 説 的 な首 長 の伝 記

[Scarr1980]で 定 評 の あ る佳 事 を 残 して い る。 ま た 、1987年 の クー デ タ に お け る

フ ィ ジ ー人 の立 場 を擁 護 す る著 作 も書 いて い る[Scarr1988]。 歴 史 研究 と同 時代

の分 析 とい う研 究 関心 は ラ ー ル と共 通 す る もの の 、 フ ィ ジ ー人 保 守 層 に近 しい研

究 素 材 の選 択 や クー デ タ に 対 す る解 釈 な どの 点 で 、 ス カ ー は ラ ール と ま っ た く異

な る立 場 で あ る。 ス カ ー と ラー ル の 研 究 内 容 の 比 較 は、 異 文 化 研 究 の あ り方 を考

察 す る際 に、 興 味 深 い テ ー マ た り得 るで あ ろ う。

(15)た とえ ば 、 ア メ リカ で は家 族 が ヴ ィザ を 取得 す る こ と に手 間 が か か る 問題 が あ り、

彼 の 趣 味 の リス トに なか った野 球 が 盛 ん で あ った 一 方 で、 オ ー ス トラ リアで は ヴ ィ

ザ の 取 得 も比 較 的 楽 で 、 ラ グ ビー、 ク リケ ッ トな ど彼 に もな じみ の あ る娯 楽 が 日

常 的 な もの とな って い た こ と を指 摘 して い る。

(16)ラ ー ル は、 も と もと、 研 究 と実 践 の兼 ね合 い に興 味 を抱 いて い た[Lal2001a:123

-124]。 別 の 著 作 の 中で 、 彼 は 研 究 ス タ イ ル に つ い て 、 「冷 静 に距 離 を 置 く こ とで

は な く、批 判 的 に密 着 す る こ と」 と表 現 して い る[La11992:xvii]。

(17)た とえ ば 、 首 相 就 任 者 の規 定 に フ ィ ジー人 で あ る こ と とい う民 族 的 属 性 が 付 与 さ

れ た こ と、 上 院 の 議 席 に お いて もフ ィジ ー人 が全 体 の過 半 数 を つ ね に 占 め る よ う

配 分 さ れ て い た点 が 指 摘 で き る。

(18)残 りの 二 人 は 、 マ オ リ出 自で 、 前 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド総 督 、 大 司教 で もあ った ポ ー

ル ・リー ヴ ス卿(SirPaulReeves)と 、 衆 議 院議 長 も務 め た フ ィ ジー人 トマ シ ・ヴ ァ

カ トラ(TomasiVakatora)で あ る。

(19)本 書 の 中 で 取 り上 げ られ て い るパ テー ル の 見 解 の 多 くは、 選 挙 制 度 な ど ラ ー ル の

政 治 的 見解 と一 致 して い る点 が 多 い 。 歴 史 家 と して パ テ ー ルの 果 た した役 割 に比

して、 彼 の 業 績 が 低 評 価 で あ る こ と も問題 視 して い た ラー ル は[Munro1997]、

彼 の伝 記 を 書 く作 業 を 通 じて 、 自 己 と彼 の 姿 を 重 ね 合 わ せ る こ とが あ った のか も

しれ な い。 パ テ ー ル の 伝 記 執 筆 に 取 りか か った の は 、 ハ ワ イ大 学 に異 動 す る以 前

の こ と で あ った[Lal2008c]。

(20)ギ ル ミテ ィ ヤ125周 年 祭 に お い て刊 行 され た 本 に お い て は 、 中 心 的 な寄 稿 者 、 編

者 とな って い る[Lal2004]。

(21)ダ グ ・ム ン ロー との イ ンタ ビュ ー記 事 に お け る ラー ル の言 葉[Munro1997]。

(22)彼 自身 、 自己 を形 成 した もの と して 、 南 ア ジ ア(食 事や食習慣 、宗教的精神的伝統、

審美的側 面)、 西 洋(職 場や公的言説にお ける言語、教 育システム、 法の伝統 、個人や人権

の感覚)、 オ セ ア ニ ア(風 七の感覚、ユーモアのセ ンス、人生に対する リラ ックス した態度)

の3文 化 の 影 響 を 指摘 して い る[Lal2008b:197-198］ 。

(23)そ の意 味 で 、 ギ ル ミテ ィヤ 関連 の論 文 を ま とめ た 最 後 の 著 作 の タイ トル は 象 徴 的
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で あ る。 「チ ャー ロ ー、 ジ ャハ ー ジー 」 と は、 ヒ ンデ ィ語 で 「動 き だ そ う、 船 仲

間 た ち」 と い う意 味 が あ る。 船 仲 間 は、 イ ン ドか らフ ィ ジ ーへ と移 動 す る際 、 同

じ船 に乗 り合 わ せ た人 々 を指 す 。 彼 らは長 い航 海 を と も にす る こ と を通 じて 、 特

別 な 関 係 を 築 い て い た とされ る。

(24)ラ ール 自身 、 こ の造 語 に愛 着 を持 っ て い る よ うで あ る。 た と え ば、 本 稿 執 筆 時 点

で の 彼 の 手 に よ る最 新 の著 作 に おい て も、 フ ィル ム、 フ ィ ク シ ョ ン、 歴 史 に並 ん

で 「フ ァク シ ョ ン」 が 、 太 平 洋 の人 々 の生 活 が 読 み解 か れ 、 構 築 さ れ る媒 体 の ひ

とつ と して 指摘 され て い る[e、g.LalandLecke2008:vii]。

(25)ラ ール は ま た、 イ ン ドの版 元 か ら 『真 夜 中 の裏 側 で 』 と い う作 品集 も刊 行 して い

る[Lal2005a]。 副題 に は 『タル シ氏 の ス トア」 と 同 じ 「フ ィ ジー の 旅 か ら」 が

付 され て お り、 双 方 の 内容 も重 複 が 多 い。 こ の著 作 の タ イ トル は、 イ ン ドの 独 立

と時 を 同 じ く して 生 まれ た人 々 を題 材 に、 彼 らと イ ン ドと い う国 の成 長 を重 ね て

描 く 『真 夜 中 の 子 供 た ち』 を 意 識 した もの で あ ろ う。 「真 夜 中 の 子供 た ち 』 の 著

者 で あ るサ ル マ ン ・ラ シ ュデ ィ(SalmanRushdie)も イ ン ド生 まれ な が ら、 現 在 イ

ギ リスで 生 活 して い る と い う意 味 で 、 新 た な イ ンデ ィ ア ン ・デ ィア ス ポ ラ の一 員

で あ る。 ま た 、 『タ ル シ氏 の ス トア 』 と い うタ イ トル は、 ナ イ ポ ー ル の著 作 『ビ

ス ワ ス氏 の 家(HouseforMr.Biswas)』 の な か に 出 て くる タ ル シを 連 想 させ もす

る。 ナ イ ポ ール も トリニ ダ ー ト生 まれ の イ ンデ ィア ン ・デ ィア ス ポ ラ の一 員 で あ

り、2001年 の ノ ーベ ル 文 学1iを 受 賞 した高 名 な小 説 家 で あ る。 ラ ー ル は しば しば

彼 の 著 作 か らの 引用 を行 って い る。

(26)こ こで 指 摘 した研 究 以 外 に も、 まだ 公 刊 さ れて は い な い が、 英 国植 民 地 時 代 の教

育 、 こ と に試 験 制 度 に 焦 点 を 合 わ せ た 研 究 や 、 ジ ャイ ・ラ ー ム ・ レデ ィー(Jai

RamReddy)の 伝 記 を執 筆 して い る とい う。
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